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に
し
た
生
活
を
重
視
し
、
便
利
で
衛
生

的
な
住
ま
い
が
喜
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
と
い
い
ま
す
。
都
市
の
成
長
と
と
も

に
会
社
勤
め
の
月
給
取
り
が
増
え
た
の

は
こ
の
時
期
で
す
。
結
婚
し
て
家
を
新

し
く
持
つ
。
家
族
は
夫
婦
と
子
ど
も
だ

け
で
、
住
ま
い
は
消
費
・
子
育
て
・
慰

安
の
場
に
。
そ
ん
な
都
市
の
家
族
像
が

住
宅
の
あ
り
か
た
に
投
影
さ
れ
た
と
い

え
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
大
正
か
ら
昭
和
初
年
に
は
、「
生
活
改

善
」「
文
化
生
活
」「
文
化
住
宅
」
と
い

う
言
葉
が
流
行
し
ま
し
た
。
衣
食
住
の

洋
風
化
、
個
室
を
重
視
し
た
中
廊
下
式

間
取
り
、
通
風
・
採
光
と
能
率
性
を
重

視
し
た
台
所
な
ど
、
ど
れ
も
都
市
家
族

の
新
し
い
需
要
に
応
じ
て
の
こ
と
で
す
。

（
市
史
編
纂
委
員
会
専
門
委
員
・
植
木
佳

子
）

  

問
い
合
わ
せ
は
生
涯
学
習
推
進
課
市
史

編
纂
（
☎
７
５
３
・
２
９
０
４
）

で
す
。
価
格
は
１
８
０
０
円
か
ら
２
５
０

０
円
で
、
頭
金
を
払
っ
た
残
金
は
割
賦
払

い
も
で
き
ま
し
た
。
電
鉄
会
社
の
住
宅
開

発
、
規
格
住
宅
分
譲
と
月
賦
販
売
。
ど
れ

も
当
時
と
し
て
は
画
期
的
な
試
み
で
、
大

阪
市
に
通
勤
す
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
心
を

ひ
き
つ
け
た
の
で
す
。

　
そ
の
後
、
さ
ま
ざ
ま
な
タ
イ
プ
の
住
宅

が
販
売
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
に
、
大
正

２
（
１
９
１
３
）
年
に
催
さ
れ
た
婦
人
博

覧
会
、
そ
こ
で
展
示
さ
れ
た
住
宅
図
案
に

よ
る
住
宅
も
あ
り
ま
す
。
箕
面
有
馬
電
気

軌
道
株
式
会
社
の
PR
雑
誌
『
山
容
水
態
』

に
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
建
坪
26
坪
（
約
86

平
方
㍍
）
の
平
屋
建
て
住
宅
で
、
同
誌
の

３
年
７
月
号
に
平
面
図
と
併
せ
次
の
よ
う

な
説
明
が
付
い
て
い
ま
す
。

　「
南
及
西
に
面
す
る
日
当
り
よ
き
居
間
、

食
堂
、
書
斎
等
の
常
用
室
を
配
置
し
、
こ

れ
に
反
対
の
方
に
客
室
を
採
り
た
る
は
、

従
来
の
接
客
本
位
を
排
し
て
家
族
本
位
の

住
宅
設
計
に
近
接
し
た
る
を
認
む
、
採
光

と
と
も
に
通
風
に
注
意
し
、
い
ず
れ
の
室

も
こ
と
ご
と
く
相
当
の
通
風
位
に
配
置
さ

れ
た
る
」

　
洋
風
の
間
取
り
を
取
り
入
れ
、
南
側
の

日
当
た
り
の
よ
い
位
置
に
居
間
・
食
堂
・

台
所
を
据
え
、
客
間
を
北
西
に
追
い
や
る

な
ど
、
そ
れ
は
当
時
破
天
荒
と
も
い
え
る

間
取
り
で
し
た
。

　
同
誌
に
よ
れ
ば
、
最
近
は
家
族
を
中
心

　
明
治
43
（
１
９
１
０
）
年
、
箕
面
有
馬

電
気
軌
道
株
式
会
社
は
大
阪
市
と
箕
面
・

池
田
・
宝
塚
を
結
ぶ
電
鉄
線
を
開
業
し
ま

し
た
。
今
の
阪
急
宝
塚
線
と
箕
面
線
で
す
。

同
社
は
住
宅
開
発
も
手
が
け
、
池
田
駅
の

南
西
、
呉
服
神
社
周
辺
に
室
町
住
宅
を
作

り
ま
し
た
。
住
宅
都
市
池
田
の
第
一
歩
と

い
え
ま
す
が
、
今
回
は
そ
の
間
取
り
に
つ

い
て
で
す
。

　
発
売
当
初
の
室
町
住
宅
は
１
０
０
坪
ほ

ど
の
区
画
に
、
建
坪
30
坪
内
外
の
４
タ
イ

プ
の
住
宅
付
き
で
し
た
。
二
階
建
て
和
風

建
築
で
座
敷
を
一
番
日
当
た
り
の
よ
い
南

側
に
置
く
、
客
間
中
心
の
間
取
り
は
共
通

客
間
が
中
心

市史編纂だより
さん

71

室
町
の
「
家
族
本
位
」
の
住
宅

居
間
や
台
所
を
南
へ

【ギャラリーいけだ】
●長井正義・森邦彦二人展（絵画）
●筆とナイフの絵２人展（中西美智子・来馬健二郎）
●墨の絵（宮本信代）
●風景画を中心に―中西雅恵展
●椿と桜島の作品展（塩屋信敏）

～5/２㈪
5/４㈷～９㈪
5/11㈬～16㈪
5/18㈬～23㈪
5/25㈬～30㈪

～5/２㈪
5/4㈷～5/9㈪
5/11㈬～16㈪
5/11㈬～16㈪
5/25㈬～30㈪

【ギャルリVEGA】
●３人展（上田保隆・宮田保史・三上利秋）
●德治昭童画展「リンリンだゾウ！」絵本出版記念展
●刺し子あじさいの会（東仲昌代）
●廃材家具展（永島庸・力也）
●大阪空港カルチャースクール・箕面駅前スクー
　ル第８回合同展（手島榮子）

【開館時間】10：00～19：00（最終日
は16：00まで
【休館日】火曜日
【入館料】無料
【使用料】
〈ギャラリーいけだ〉５万円（展示販売不可）
〈ギャルリVEGA〉15万円（ブロックの分割
　使用＝７・10万円＝、展示販売も可）
【使用期間】水～翌週月曜日の６日間　
【申し込み】使用希望月の１年前から

使用申し込みは
㈶いけだ市民文化振興財団
（☎750・3333）

都
市
の
家
族

▼

当初の室町住宅（吉田高子「池
田室町／池田」『近代日本の郊外
住宅地』鹿島出版会）

▼

婦
人
博
覧
会
の
住
宅
図
案
（『
山
容
水
態
』
大
正

３
年
7
月
号
、
㈶
阪
急
文
化
財
団
池
田
文
庫
蔵
）
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る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
校

舎
と
寄
宿
舎
の
増
築
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
戦
時
下
の
教
育
は
国
民
精
神
の
高
揚
・

体
力
の
向
上
・
心
身
の
練
磨
は
当
然
の
こ

と
で
す
が
、
こ
の
南
方
塾
で
は
外
国
語
の

習
得
に
力
が
入
れ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
大

き
な
特
徴
で
し
た
。
昭
和
19
年
４
月
に
入

学
し
た
茨
木
市
に
住
ん
で
い
る
齋
藤
多
門

さ
ん
は
、
父
親
の
本
棚
に
あ
っ
た
「
南
方

事
情
」
と
い
う
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
か
ら
南
方

に
興
味
を
持
ち
、
府
立
茨
木
中
学
校
（
現

府
立
茨
木
高
校
）
修
了
後
、
南
方
塾
に
入

学
し
ま
し
た
。
午
前
中
の
授
業
で
は
、
中

国
語
、
英
語
、
マ
レ
ー
語
を
学
び
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
農
作
業
で
、
食
料
事
情
が
悪

か
っ
た
た
め
伊
丹
飛
行
場
ま
で
行
っ
て
サ

ツ
マ
イ
モ
を
植
え
る
こ
と
が
多
か
っ
た
と

い
い
ま
す
。
齋
藤
さ
ん
ら
３
期
生
は
男
子

の
み
39
人
で
、
11
月
に
繰
り
上
げ
卒
業
と

な
り
ま
し
た
。
昭
和
17
〜
19
年
３
年
間
の

南
方
塾
の
卒
業
生
は
、
男
子
２
５
４
人
、

女
子
49
人
の
計
３
０
３
人
で
し
た
。

　
南
方
塾
池
田
練
成
場
の
そ
の
後
の
経
緯

は
、『
新
修
池
田
市
史
』
第
３
巻
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　
市
史
編
纂
委
員
会
専
門
委
員
・
室
田
卓

雄　
問
い
合
わ
せ
は
生
涯
学
習
推
進
課
市
史

編
纂
（
☎
７
５
３
・
２
９
０
４
）

歳
未
満
、
身
体
健
全
、
意
志
堅
固
な
者
で

し
た
。
男
子
部
だ
け
で
な
く
、
女
子
部
も

あ
り
ま
し
た
。
１
期
生
の
募
集
を
行
っ
た

と
こ
ろ
、
全
国
か
ら
応
募
者
が
殺
到
し
、

男
子
１
６
５
人
、
女
子
49
人
と
、
定
員
を

大
幅
に
上
回
り
ま
し
た
（『
朝
日
新
聞
』
昭

和
17
年
３
月
３
日
）。

　
南
方
塾
の
本
部
は
大
阪
市
内
に
あ
る
府

立
貿
易
館
（
現
マ
イ
ド
ー
ム
大
阪
）
に
、

専
用
農
場
を
持
つ
練
成
場
（
実
習
場
）
は

池
田
市
内
の
池
田
城
跡
に
置
か
れ
ま
し
た
。

男
子
は
週
２
回
、
女
子
は
週
１
回
池
田
練

成
場
で
実
習
訓
練
（
農
作
業
）
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
池
田
練
成
場
は
３
月
号
で
紹
介
し
た
興

亜
時
習
社
（
満
州
、
中
国
東
北
部
に
お
け

る
人
材
養
成
機
関
）
の
施
設
が
利
用
さ
れ

ま
し
た
。
塾
長
は
貿
易
館
長
で
あ
っ
た
花

和
銀
吾
、
以
下
職
員
は
学
監
１
人
、
教
授

４
人
、
特
別
講
師
３
人
、
講
師
17
人
、
助

手
４
人
、
事
務
６
人
、
タ
イ
ピ
ス
ト
１
人

と
い
う
構
成
で
し
た
。
１
期
生
は
男
子
１

２
１
人
、
女
子
26
人
の
計
１
４
７

人
で
し
た
。

　
昭
和
18
年
４
月
か
ら
は
教
科
と

練
成
の
総
合
教
育
を
進
め
る
た
め
、

南
方
塾
の
池
田
練
成
場
を
拡
充
し

ま
す
。
学
級
数
も
３
学
級
か
ら
５

学
級
に
増
設
し
、
国
民
学
校
修
了

者
（
第
１
部
）
と
中
等
学
校
修
了

者
（
第
２
部
）
に
分
け
て
、
前
者

に
は
基
礎
を
、
後
者
に
は
従
来
よ

り
も
教
育
課
程
を
高
め
て
指
導
す

　
昭
和
17
（
１
９
４
２
）
年
４
月
、
戦
局

が
東
南
ア
ジ
ア
に
拡
大
し
日
本
軍
占
領
地

が
次
々
増
え
て
い
た
時
、
大
阪
府
は
急
き

ょ
南
方
塾
を
設
立
し
ま
し
た
。
そ
の
目
的

は
将
来
南
方
各
地
に
進
出
し
活
躍
す
る
青

少
年
に
対
し
て
、
語
学
や
現
地
事
情
を
教

え
、
併
せ
て
心
身
の
鍛
練
を
行
う
こ
と
で

し
た
。
こ
の
こ
と
は
当
時
、
国
の
方
針
と

し
て
積
極
的
に
進
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
南
方
塾
の
修
行
年
限
は
１
年
と
い
う
短

期
養
成
、
そ
し
て
授
業
料
は
無
料
。
入
塾

資
格
は
国
民
学
校
高
等
科
修
了
以
上
満
19 市史編纂だより

さん

72

南
方
塾
池
田
練
成
場

【ギャラリーいけだ】
●森たかみつ個展－ハニーポット－
●山路均第３回油彩展「水に生かされ」
●中村幸枝絵画展（うつろいの中で）
●「花と自然と」土井桂子油彩展
●佐々木和子個展

6/1㈬～6㈪
6/8㈬～13㈪
6/15㈬～20㈪
6/22㈬～27㈪
6/29㈬～7/4㈪

6/1㈬～6㈪
6/8㈬～13㈪
6/15㈬～20㈪
6/22㈬～27㈪

6/29㈬～7/10㈰

【ギャルリVEGA】
●ザ・スペース作家展
●第30回裸婦クロッキー展
●今井画塾Delta展VOL.Ⅷ
●「四季の詩」周逸鶴
●桂梅團治鉄道写真展“甦ったＳＬ達”

【開館時間】10：00～19：00（最終日
は16：00まで
【休館日】火曜日
【入館料】無料
【使用料】
〈ギャラリーいけだ〉５万円（展示販売不可）
〈ギャルリVEGA〉15万円（ブロックの分割
　使用＝７・10万円＝、展示販売も可）
【使用期間】水～翌週月曜日の６日間　
【申し込み】使用希望月の１年前から

使用申し込みは
㈶いけだ市民文化振興財団
（☎750・3333）

池
田
市
に
開
設

中
国
語
、
英
語
、
マ
レ
ー
語

を
勉
強

興
亜
時
習
社
の
跡
地

池
田
練
成
場
正
門
（
昭
和
17
〜
18
年
ご
ろ
、
小
林
千
代
子
氏
提
供
）
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販
売
場
所
＝
総
合
窓
口
課
、
生
涯
学

習
推
進
課
、
旧
城
山
勤
労
者
セ
ン
タ
ー
、

中
央
公
民
館
、
歴
史
民
俗
資
料
館
、
市

民
文
化
会
館
、
カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
、

㈶
い
け
だ
市
民
文
化
振
興
財
団
、
耕
文

堂
書
店
、
甲
川
正
文
堂
、
ブ
ッ
ク
フ
ァ

ー
ス
ト
池
田
店
な
ど
　
販
売
価
格
＝
第

４
巻
〈
現
代
編
〉
６
０
０
０
円

※
第
１
巻
〈
地
理
・
考
古
・
古
代
・
中

世
編
〉
３
５
０
０
円
、第
２
巻
〈
近
世
編
〉

４
２
０
０
円
、
第
３
巻
〈
近
代
編
〉
５

４
０
０
円
、
第
５
巻
〈
民
俗
編
〉
４
５

０
０
円
。

  

問
い
合
わ
せ
は
生
涯
学
習
推
進
課
市
史

編
纂
（
☎
７
５
３
・
２
９
０
４
）

れ
の
中
で
、
そ
の
特
徴
を
浮
き
彫
り
に

す
る
こ
と
を
め
ざ
し
ま
し
た
。

　
新
し
く
見
つ
か
っ
た
資
料
か
ら
今
ま

で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
事
実
を
発
掘

し
、
ま
た
、
多
く
の
市
民
に
ご
協
力
い

た
だ
い
た
聞
き
取
り
を
活
用
し
て
、
戦

後
の
本
市
の
歴
史
を
生
き
生
き
と
よ
み

が
え
ら
せ
て
い
ま
す
。

　「
な
ぜ
池
田
市
で
は
長
期
安
定
市
政
が

続
い
た
の
か
？
」「
レ
ト
ロ
な
商
店
街
が

頑
張
っ
て
い
る
理
由
は
？
」「
酒
づ
く
り

か
ら
自
動
車
製
造
ま
で
、
池
田
市
の
事

業
家
た
ち
は
ど
ん
な
創
意
・
工
夫
を
こ

ら
し
て
い
る
の
か
？
」「
池
田
市
の
女
性

た
ち
は
ど
の
よ
う
に
敗
戦
後
の
困
難
に

立
ち
向
か
っ
た
の
か
？
」「
全
国
に
名
高

い
池
田
市
の
教
育
は
い
か
に
形
づ
く
ら

れ
た
か
？
」
そ
し
て
、「
21
世
紀
の
池
田

市
の
課
題
は
何
か
？
」
な
ど
な
ど
。
戦

後
の
池
田
市
に
関
す
る
数
々
の
疑
問
へ

の
回
答
が
そ
こ
に
あ
り
ま
す
。

　
　
　

　
　

　
市
教
育
委
員
会
で
は
多
く
の
皆
さ
ん
の

協
力
を
い
た
だ
き
、
こ
の
ほ
ど
『
新
修
池

田
市
史
』
第
４
巻
〈
現
代
編
〉
を
刊
行
し

ま
し
た
。
池
田
市
史
は
既
刊
の
４
冊
と
合

わ
せ
、
つ
い
に
古
代
か
ら
現
代
ま
で
の
池

田
の
通
史
全
５
巻
す
べ
て
が
そ
ろ
い
ま
し

た
。
７
月
16
日
㈯
か
ら
販
売
を
開
始
し
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

　
日
本
の
戦
後
史
に
お
い
て
、
重
要
な
意

味
を
も
っ
た
郊
外
都
市
。
そ
の
生
活
ス
タ

イ
ル
は
戦
後
日
本
人
の
モ
デ
ル
と
も
な
り

ま
し
た
。
本
市
は
戦
前
以
来
、
最
も
早
く

か
ら
、
そ
し
て
戦
後
に
は
大
阪
の
代
表
的

な
郊
外
住
宅
地
と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し

た
。
ま
さ
に
こ
の
時
代
の
日
本
を
現
し
て

い
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　
現
代
編
で
は
こ
う
し
た
本
市
の
戦
後
の

歩
み
を
詳
述
し
て
い
ま
す
。
全
国
史
の
流

【ギャラリーいけだ】
●佐々木和子個展
●柴田幸子“ハナハナexhibition ”
●土方吉久絵画展
●第4回野村よしお個展
●川村信子個展

～7/4㈪
7/6㈬～11㈪
7/13㈬～18㈷
7/20㈬～25㈪
7/27㈬～8/1㈪

～7/10㈰
7/13㈬～18㈷
7/20㈬～25㈪
7/27㈬～8/1㈪

【ギャルリVEGA】
●桂梅團治鉄道写真展“甦ったSL達 ”
●第11回ACF川西写真展
●コケラヲトシ.２
●現代精鋭作家展

【開館時間】10：00～19：00（最終日
は16：00まで
【休館日】火曜日
【入館料】無料
【使用料】
〈ギャラリーいけだ〉５万円（展示販売不可）
〈ギャルリVEGA〉15万円（ブロックの分割
　使用＝７・10万円＝、展示販売も可）
【使用期間】水～翌週月曜日の６日間　
【申し込み】使用希望月の１年前から

使用申し込みは
㈶いけだ市民文化振興財団
（☎750・3333）

『新修池田市史』
第4巻〈現代編〉
～現代編刊行により通史完結～

刊行祝祝

★
池
田
市
史
の
販
売
状
況

★
現
代
編
の
見
ど
こ
ろ

『新修池田市史』第４巻刊行記念講演会
～市民と語る戦後の記憶～
　『新修池田市史』第４巻の刊行を記念して、戦後の池田
の歩みを市民の皆さんとともに振り返ります。
　とき＝７月 16日㈯午後２時～３時 30分　ところ＝市
役所７階大会議室　内容＝第４巻の市史を執筆・監修し
た池田市史編纂委員会委員・芝村篤樹さんによる講演「池
田の戦後が問いかけるもの」など
※当日は会場で市史の販売も行います。
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【ギャラリーいけだ】
●高村喜美子作品展
●金田卓爾油絵展
●リフレッシュ工事のため休廊
●白井武志水彩展
●三谷照男水彩画回顧展

8/31㈬～9/5㈪
9/7㈬～12㈪
9/14㈬～19㈷
9/21㈬～26㈪

9/28㈬～10/3㈪

8/31㈬～9/5㈪
9/7㈬～12㈪
9/14㈬～19㈷
9/21㈬～26㈪

9/28㈬～10/3㈪

【ギャルリVEGA】
●泉州楽～葛上康次と風呂山恵美子の個展～
●原田嘉德グループ有志による“ほっと展”
●第11回グループ“翔”展
●安井寿磨子「こどもほじょりん製作所」出版記念版画展
●多賀保惠個展

【開館時間】10：00～19：00（最終日
は16：00まで）
【休館日】火曜日
【入館料】無料
【使用料】
〈ギャラリーいけだ〉５万円（展示販売不可）
〈ギャルリVEGA〉15万円（ブロックの分割
　使用＝７・10万円＝、展示販売も可）
【使用期間】水～翌週月曜日の６日間　
【申し込み】使用希望月の１年前から

使用申し込みは
㈶いけだ市民文化振興財団
（☎750・3333）

れ
た
も
の
で
、
楽
し
そ
う
な
笑
顔
が
印

象
的
な
一
枚
で
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
昔
懐
か
し
い
写
真

な
ど
が
多
く
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
既

刊
の
４
冊
と
合
わ
せ
、
古
代
か
ら
現
代

ま
で
の
池
田
の
通
史
全
５
巻
が
そ
ろ
い

ま
し
た
の
で
、
ぜ
ひ
手
に
と
っ
て
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　

販
売
場
所
＝
総
合
窓
口
課
、
生
涯
学

習
推
進
課
、
旧
城
山
勤
労
者
セ
ン
タ
ー
、

中
央
公
民
館
、
歴
史
民
俗
資
料
館
、
市

民
文
化
会
館
、
カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
、

㈶
い
け
だ
市
民
文
化
振
興
財
団
、
耕
文

堂
書
店
、
甲
川
正
文
堂
、
ブ
ッ
ク
フ
ァ

ー
ス
ト
池
田
店
な
ど　

販
売
価
格
＝
第

４
巻
〈
現
代
編
〉
６
０
０
０
円

※
第
１
巻
〈
地
理
・
考
古
・
古
代
・
中

世
編
〉３
５
０
０
円
、第
２
巻
〈
近
世
編
〉

４
２
０
０
円
、
第
３
巻
〈
近
代
編
〉
５

４
０
０
円
、
第
５
巻
〈
民
俗
編
〉
４
５

０
０
円
。

  

問
い
合
わ
せ
は
生
涯
学
習
推
進
課
市
史

編
纂
（
☎
７
５
３
・
２
９
０
４
）

な
か
っ
た
写
真
も
併
せ
て
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　

昭
和
36
（
１
９
６
１
）
年
に
、
今
の

阪
急
池
田
駅
近
く
に
あ
っ
た
消
防
署
の

火
の
見
や
ぐ
ら
か
ら
東
の
方
面
を
撮
影

し
た
巻
頭
掲
載
写
真
（
①
）
で
す
。
国

道
１
７
６
号
に
は
自
動
車
が
ほ
と
ん
ど

走
っ
て
い
ま
せ
ん
。
左
手
前
の
建
物
が

旧
市
役
所
、
道
を
隔
て
て
今
は
な
い
公

会
堂
、
そ
し
て
商
工
会
議
所
、
さ
ら
に

奥
に
は
大
阪
工
業
技
術
試
験
所
（
現
産

業
技
術
総
合
研
究
所
関
西
セ
ン
タ
ー
）

の
煙
突
が
見
え
ま
す
。

　

②
の
写
真
も
同
じ
場
所
か
ら
西
の
方

面
を
撮
影
し
た
も
の
で
す
が
、
掲
載
で

き
な
か
っ
た
写
真
で
す
。
池
田
駅
を
は

じ
め
、
今
と
は
全
く
異
な
る
風
景
に
驚

か
さ
れ
ま
す
。

　

③
は
昭
和
36
年
、
開
設
さ
れ
た
新
宅

児
童
遊
園
（
木
部
町
）
の
様
子
で
、
こ

れ
も
同
じ
く
巻
頭
掲
載
写
真
で
す
。
子

ど
も
た
ち
の
歓
声
が
聞
こ
え
て
き
そ
う

で
す
。

　

④
の
写
真
は
最
後
ま
で
掲
載
候
補
に

残
っ
た
も
の
で
す
。
同
じ
日
に
撮
影
さ

　
　
　

　
　

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
こ
の
ほ
ど
『
新

修
池
田
市
史
』
第
４
巻
（
現
代
編
）
を
刊

行
し
ま
し
た
。

　

当
巻
で
は
、
多
く
の
方
の
協
力
を
得
て
、

数
々
の
貴
重
な
写
真
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
そ
の
う
ち
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま

す
。
紙
幅
の
都
合
で
載
せ
る
こ
と
が
で
き

『新修池田市史』
第4巻〈現代編〉
～現代編刊行により通史完結～

刊行祝祝祝

★
池
田
市
史
の
お
求
め
は

★
懐
か
し
い
写
真
が
満
載
！

①

②

③

④
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こ
の
ほ
ど
刊
行
し
た『
新
修
池
田
市
史
』

第
４
巻
（
現
代
編
）
に
は
、
多
く
の
方
か

ら
提
供
い
た
だ
い
た
貴
重
な
写
真
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。
前
回
に
引
き
続
き
、
そ
の

一
部
（
①
③
）
を
紙
幅
の
都
合
で
掲
載
で

き
な
か
っ
た
写
真
（
②
④
）
と
併
せ
て
紹

介
し
ま
す
。

　

戦
後
の
池
田
市
の
学
校
給
食
は
昭
和
22

（
１
９
４
７
）
年
に
始
ま
り
ま
し
た
。
当

時
は
海
外
か
ら
の
援
助
物
資
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
か

ら
の
資
金
、
炊
事
奉
仕
に
大
き
く
依
存
し

て
い
ま
し
た
。

　

写
真
①
②
は
給
食
開
始
か
ら
約
10
年
後
、

昭
和
30
年
代
初
め
の
池
田
小
学
校
の
様
子

で
す
。
お
か
っ
ぱ
頭
や
い
が
ぐ
り
頭
の
児

童
た
ち
、
２
脚
つ
な
が
っ
た
木
製
の
机
、

大
き
な
コ
ッ
ペ
パ
ン
と
ア
ル
マ
イ
ト
の
食

器
…
。
当
時
の
雰
囲
気
を
伝
え
る
貴
重
な

【ギャラリーいけだ】
●三谷照男水彩画回顧展
●橋詰咲子水彩画展
●音色画展（河合絵一）
●KOTORI KEINO Exhibition
●出口彰水彩画展

～10/３㈪
10/５㈬～10㈷
10/12㈬～17㈪
10/19㈬～24㈪

10/26㈬～10/31㈪

～10/３㈪
10/５㈬～10㈷
10/５㈬～10㈷
10/12㈬～17㈪
10/19㈬～24㈪

10/26㈬～10/31㈪
10/26㈬～10/31㈪

【ギャルリVEGA】
●多賀保惠個展
●廃材家具展（永島庸）
●第34回 彩赤会展
●安食愼太郎展－10年の軌跡－
●KO・櫻楓会 合同作品展
●手仕事の醍醐味（川口・辻子・中山）
●近藤雄士　木の家具展

【開館時間】10：00～19：00（最終日
は16：00まで
【休館日】火曜日
【入館料】無料
【使用料】
〈ギャラリーいけだ〉５万円（展示販売不可）
〈ギャルリVEGA〉15万円（ブロックの分割
　使用＝７・10万円＝、展示販売も可）
【使用期間】水～翌週月曜日の６日間　
【申し込み】使用希望月の１年前から

使用申し込みは
㈶いけだ市民文化振興財団
（☎750・3333）

『新修池田市史』
第4巻（現代編）
～現代編刊行により通史完結～

刊行祝祝祝

写
真
で
す
。

　

五
月
ヶ
丘
団
地
の
入
居
が
始
ま
っ
た

の
は
昭
和
34
年
で
す
。
複
数
の
写
真
を

つ
な
ぎ
合
わ
せ
た
パ
ノ
ラ
マ
仕
立
て
の

写
真
④
は
、
同
年
に
入
居
さ
れ
た
方
が

撮
影
し
た
当
時
の
五
月
丘
で
す
。
五
月

山
南
側
の
広
大
な
敷
地
に
、
団
地
が
建

設
さ
れ
て
い
く
様
子
が
よ
く
分
か
り
ま

す
。
航
空
写
真
③
は
完
成
し
た
五
月
ヶ

丘
団
地
の
全
景
で
す
。
こ
の
五
月
丘
の

開
発
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
本
市
は
大

阪
の
郊
外
住
宅
地
と
し
て
、
さ
ら
な
る

発
展
を
遂
げ
て
い
き
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
昔
懐
か
し
い
写
真

が
多
数
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
既
刊
の

４
冊
と
合
わ
せ
、
古
代
か
ら
現
代
ま
で

の
通
史
全
５
巻
が
そ
ろ
い
ま
し
た
の
で
、

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

販
売
場
所
＝
総
合
窓
口
課
、
生
涯
学

習
推
進
課
、
旧
城
山
勤
労
者
セ
ン
タ
ー
、

中
央
公
民
館
、
歴
史
民
俗
資
料
館
、
市

民
文
化
会
館
、
カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
、
㈶

い
け
だ
市
民
文
化
振
興
財
団
、
耕
文
堂

書
店
、
甲
川
正
文
堂
、
ブ
ッ
ク
フ
ァ
ー

ス
ト
池
田
店
な
ど　

販
売
価
格
＝
第
４

巻
（
現
代
編
）
６
０
０
０
円

※
第
１
巻
（
地
理
・
考
古
・
古
代
・
中

世
編
）
３
５
０
０
円
、第
２
巻
（
近
世
編
）

４
２
０
０
円
、
第
３
巻
（
近
代
編
）
５

４
０
０
円
、
第
５
巻
（
民
俗
編
）
４
５

０
０
円
。

★
池
田
市
史
の
お
求
め
は

コ
ッ
ペ
パ
ン
の
学
校
給
食

五
月
ヶ
丘
団
地
の
造
成

②③

④

①

  

問
い
合
わ
せ
は
生
涯
学
習
推
進
課
市
史

編
纂
（
☎
７
５
３
・
２
９
０
４
）
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こ
の
『
新
修
池
田
市
史
』
第
４
巻
（
現

代
編
）
の
刊
行
で
、
つ
い
に
古
代
か
ら
現

代
ま
で
の
池
田
の
通
史
全
５
巻
が
揃
い
ま

し
た
。
現
代
編
は
、昭
和
20
（
１
９
４
５
）

年
終
戦
か
ら
20
世
紀
の
終
わ
り
平
成
12

（
２
０
０
０
）
年
ま
で
を
収
め
て
い
ま
す
。

今
回
は
戦
後
の
混
乱
期
か
ら
復
興
期
に
つ

い
て
、
そ
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

戦
後
は
全
国
的
に
深
刻
な
食
糧
難
で
、

大
規
模
な
戦
災
に
遭
わ
な
か
っ
た
本
市
も

例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
栄
養
不

足
か
ら
発
疹
チ
フ
ス
な
ど
も
流
行
。
多
数

の
戦
争
遺
族
や
、
海
外
か
ら
の
引
揚
者
・

復
員
者
、
そ
し
て
住
宅
難
…
。
そ
の
困
難

は
大
変
な
も
の
で
し
た
。

　

占
領
軍
も
池
田
に
や
っ
て
来
ま
す
。
市

民
と
多
く
の
摩
擦
を
引
き
起
こ
す
一
方
、

学
校
グ
ラ
ン
ド
整
備
へ
の
協
力
や
子
ど
も

【ギャラリーいけだ】
●中山光弘水彩画展“みずえの彩り”
●加藤信子個展（絵画）
●井手津久雄陶芸展
●“お～い雲’11”碇貴代司パステル画展
●汪洋（洋画展）

11/２㈬～７㈪
11/９㈬～14㈪
11/16㈬～21㈪
11/23㈷～28㈪

11/30㈬～12/5㈪

【ギャルリVEGA】
●江原和足展“北摂春秋Ⅳ”
●グループ０川西絵画教室展
●岡田教室日本画展
●キベクラフト展
●手作りハウス
●吉永沙母アクリル絵画展

【開館時間】10：00～19：00（最終日
は16：00まで
【休館日】火曜日
【入館料】無料
【使用料】
〈ギャラリーいけだ〉５万円（展示販売不可）
〈ギャルリVEGA〉15万円（ブロックの分割
　使用＝７・10万円＝、展示販売も可）
【使用期間】水～翌週月曜日の６日間　
【申し込み】使用希望月の１年前から

使用申し込みは
㈶いけだ市民文化振興財団
（☎750・3333）

11/２㈬～７㈪
11/９㈬～14㈪
11/16㈬～21㈪
11/23㈷～28㈪

11/30㈬～12/5㈪
11/30㈬～12/5㈪

『新修池田市史』
第4巻（現代編）
～現代編刊行により通史完結～

刊行祝祝祝

た
ち
と
の
交
流

な
ど
も
あ
り
ま

し
た
。
さ
ま
ざ

ま
な
困
難
の
な

か
で
、
力
強
く

歩
み
始
め
る
市

民
の
生
活
や
動

き
を
多
方
面
か

ら
触
れ
て
い
ま

す
。

　

敗
戦
の
影
響
が
色
濃
く
残
る
昭
和
20

年
代
は
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
も
と
で
、

数
々
の
新
し
い
施
策
を
行
わ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
本
市
で
は
こ
う

し
た
中
、
庁
舎
や
病
院
の
建
設
、
教
育
・

道
路
・
上
水
道
施
設
の
拡
充
な
ど
、
思

い
切
っ
た
施
策
を
次
々
と
打
ち
出
し
て

い
き
ま
す
。
後
に
財
政
再
建
団
体
に
指

定
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
間
も
下
水
道
事

業
な
ど
を
積
極
的
に
推
し
進
め
、
７
年

後
に
は
健
全
財
政
に
転
換
す
る
と
い
う
、

お
よ
そ
今
の
時
代
で
は
考
え
ら
れ
な
い

展
開
を
た
ど
り
ま
す
。

　

敗
戦
後
の
困
難
な
時
代
か
ら
、「
住
ん

で
得
す
る
池
田
市
」
を
掲
げ
、
や
が
て

は
全
国
有
数
の
充
実
し
た
公
共
施
設
や

サ
ー
ビ
ス
を
誇
る
に
至
っ
た
池
田
の
施

策
の
秘
密
や
そ
の
緊
迫
し
た
市
政
の
過

程
に
迫
り
ま
す
。

　

教
育
も
民
主
化
を
念
頭
に
大
き
な
改

編
が
行
わ
れ
ま
す
。
今
ま
で
と
は
全
く

食
糧
難
・
住
宅
難
か
ら
の
出
発

大
赤
字
か
ら
健
全
財
政
へ

  

問
い
合
わ
せ
は
生
涯
学
習
推
進
課

市
史
編
纂
（
☎
７
５
３
・
２
９
０
４
）

先
人
た
ち
の
努
力

異
な
る
、
新
し
い
教
育
の
姿
を
求
め
て
模

索
・
奔
走
し
、
や
が
て
は
全
国
を
も
け
ん

引
す
る
ほ
ど
の
位
置
を
占
め
る
ま
で
に
な

る
「
池
田
の
教
育
」
を
つ
く
り
上
げ
た
た

く
さ
ん
の
人
々
が
登
場
し
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
商
店
や
市
場
の
再
生
、

金
融
機
関
の
創
立
、
自
動
車
や
酒
造
、
植

木
産
業
の
再
起
な
ど
、
池
田
の
商
業
や
産

業
の
復
活
・
向
上
を
め
ざ
し
て
、
有
名
無

名
の
多
く
の
人
々
の
努
力
と
挑
戦
が
こ
の

時
代
に
あ
っ
た
こ
と
を
描
い
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
と
も
、『
新
修
池
田
市
史
』
現
代

編
を
手
に
と
っ
て
、
敗
戦
後
の
困
難
に
立

ち
向
か
い
、
今
の
池
田
の
土
台
を
つ
く
り

上
げ
た
多
く
の
先
人
た
ち
の
歩
み
に
触
れ

て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

販
売
場
所
＝
総
合
窓
口
課
、
生
涯
学
習

推
進
課
、
中
央
公
民
館
、
歴
史
民
俗
資
料

館
、
市
民
文
化
会
館
、
カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ

ザ
、
㈶
い
け
だ
市
民
文
化
振
興
財
団
、
耕

文
堂
書
店
、
甲
川
正
文
堂
、
ブ
ッ
ク
フ
ァ

ー
ス
ト
池
田
店
な
ど　

販
売
価
格
＝
第
４

巻
（
現
代
編
）
６
０
０
０
円

※
第
１
巻
（
地
理
・
考
古
・
古
代
・
中
世

編
）
３
５
０
０
円
、
第
２
巻
（
近
世
編
）

４
２
０
０
円
、
第
３
巻
（
近
代
編
）
５
４

０
０
円
、
第
５
巻
（
民
俗
編
）
４
５
０
０

円
。

★
池
田
市
史
の
お
求
め
は

占領軍と渋谷中学校グランドの
整備（昭和 23年）
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す
。
狩
野
千
彩
は

満
寿
美
町
に
、
樫

野
南
陽
は
小
阪
前

町
（
現
綾
羽
２
丁

目
）
に
住
ん
で
い

ま
し
た
。

　

居
住
期
間
に
長
短
の
差
は
あ
り
ま
す
が
、

い
ず
れ
も
美
術
史
に
き
ら
め
く
作
品
を
残

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
池
田
師
範
学
校
の
美
術
教
師
た

ち
は
生
徒
に
教
え
な
が
ら
、
精
力
的
に
作

品
を
発
表
し
て
い
ま
し
た
。
昨
年
夏
に
は
、

卒
業
生
の
一
人
で
下
渋
谷
で
生
ま
れ
、
パ

リ
に
住
み
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
高
い
評
価
を

受
け
た
吉
田
堅
治
（
１
９
２
４
〜
２
０
０

９
）
の
生
涯
と
画
業
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。
近
代
池
田
の
美
術
が
私
た
ち

の
心
を
動
か
す
力
は
、
今
な
お
大
き
い
と

い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

池
田
の
作
家
の
す
べ
て
を
こ
こ
に
ご
紹

介
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

市
民
の
皆
様
、
あ
る
い
は
皆
様
の
ご
両
親

や
ご
親
族
の
な
か
に
は
、
こ
う
い
っ
た
芸

術
家
と
交
流
さ
れ
た
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る

こ
と
で
し
ょ
う
。
ご
く
日
常
的
な
話
題
で

も
芸
術
の
議
論
で
も
、
ぜ
ひ
市
史
編
纂
担

当
ま
で
思
い
出
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

市
史
編
纂
委
員
会
専
門
委
員
・
石
川
遼

子
　

問
い
合
わ
せ
は
生
涯
学
習
推
進
課
市
史

編
纂
（
☎
７
５
４
・
６
２
９
５
）

２
）
が
い
ま
し
た
。

　

前
田
虹
映
（
１
８
９
７
〜
１
９
４

５
）
は
、
鳥
瞰
図
で
著
名
な
吉
田
初
三
郎

の
高
弟
と
し
て
数
々
の
名
所
案
内
図
を
描

き
ま
し
た
。
そ
し
て
「
瀞
峡
」
で
写
真
界

に
登
場
し
た
小
川
月
舟
（
１
８
９
１
〜
１

９
６
７
）
は
、
大
阪
の
北
浜
に
開
業
し
て

独
特
な
構
図
に
よ
る
肖
像
写
真
を
撮
影
し

ま
し
た
。

　

戦
時
下
に
は
の
ち
に
池
田
市
名
誉
市
民

と
な
る
金
工
の
平
松
宏
春
（
１
８
９
６
〜

１
９
７
１
）
が
、
戦
後
に
は
、
木
谷
千
種

の
よ
う
な
画
家
に
な
り
た
い
と
思
っ
た
融

紅
鸞
（
１
９
０
６
〜
８
２
）・
洋
画
の
胡
桃

沢
源
人
（
１
９
０
２
〜
９
２
）
夫
妻
が
石

橋
周
辺
に
住
ま
い
を
求
め
ま
し
た
。
石
橋

に
は
昭
和
５
（
１
９
３
０
）
年
か
ら
鍋
井

克
之
が
定
住
し
、
一
時
は
前
田
虹
映
や
古

家
新
も
い
ま
し
た
か
ら
、
さ
な
が
ら
芸
術

家
村
の
感
が
あ
り
ま
す
。

　

室
町
の
小
川
家
も
池
田
内
外
の
芸
術
家

を
集
め
る
に
ぎ
や
か
な
場
で
し
た
。
須
磨

対
水
と
木
谷
千
種
も
室
町
で
描
い
て
い
ま

　

近
代
の
池
田
は
「
出
版
の
ま
ち
」（
本
誌

４
月
１
日
号
）
で
あ
る
と
同
時
に
、「
美
術

の
ま
ち
」
で
も
あ
り
ま
し
た
。
旧
家
を
中

心
に
書
画
の
鑑
賞
と
収
集
が
熱
心
に
行
わ

れ
た
一
方
で
、
次
の
よ
う
な
作
家
や
写
真

家
た
ち
が
創
作
に
励
ん
で
い
ま
し
た
。　
　

　

厳
し
い
自
然
を
好
ん
で
描
い
た
洋
画
の

鍋
井
克
之
（
１
８
８
８
〜
１
９
６
９
）
は

池
田
市
名
誉
市
民
で
す
。
鍋
井
を
尊
敬
し

た
古
家
新
（
１
８
９
７
〜
１
９
７
７
）
は
、

や
は
り
風
景
画
に
打
ち
込
み
ま
し
た
。

　

日
本
画
家
と
し
て
は
、
町
人
絵
師
と
自

認
し
て
座
敷
に
飾
れ
る
美
し
い
絵
を
た
く

さ
ん
描
い
た
須
磨
対
水
（
１
８
６
８
〜
１

９
５
５
）、
対
照
的
に
寡
作
で
あ
っ
た
樫
野

南
陽
（
１
８
８
７
〜
１
９
５
６
）、
女
性
を

描
い
て
文
展
や
帝
展
で
も
名
を
は
せ
た
木

谷
千
種
（
１
８
９
５
〜
１
９
４
７
）、
彼
女

に
師
事
し
た
狩
野
千
彩
（
１
９
０
６
〜
９

多
様
多
彩
な
芸
術
家
た
ち

市史編纂だより
さん

77

美
術
の
ま
ち
池
田

【ギャラリーいけだ】
●汪洋洋画展
●古橋正二メモリアル絵画展
●本荘正彦花彩りの木版画展
●辻隆夫似顔絵展

11/30㈬～12/5㈪
12/7㈬～12㈪
12/14㈬～19㈪
12/21㈬～26㈪

11/30㈬～12/5㈪
11/30㈬～12/5㈪
12/7㈬～12㈪

12/14㈬～19㈪
12/21㈬～26㈪

【ギャルリVEGA】
●手作りハウス
●吉永沙母アクリル絵画展
●千里創美会展（日本画・水彩画）
●大阪青山大学・大阪青山短期大学
　「アソビと造形」展
●ステンドグラス 律子・美紀展

【開館時間】10：00～19：00（最終日
は16：00まで）
【休館日】火曜日、12/27日㈫～1/6㈮
【入館料】無料
【使用料】
〈ギャラリーいけだ〉５万円（展示販売不可）
〈ギャルリVEGA〉15万円（ブロックの分割
　使用＝７・10万円＝、展示販売も可）
【使用期間】水～翌週月曜日の６日間　
【申し込み】使用希望月の１年前から

使用申し込みは
㈶いけだ市民文化振興財団
（☎750・3333）

池
田
師
範
学
校
か
ら
も

池
田
で
の
創
作
活
動

鍋井克之

古家新

須磨対水

右から木谷千種
・狩野千彩

平松宏春

小川月舟

前田虹映
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肥
前
の
４
藩
を
中
心
に
古
い
徳
川
の
残
存

勢
力
と
戦
っ
て
、
そ
れ
を
つ
ぶ
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。
正
月
早
々
の
「
鳥
羽
伏
見
の

合
戦
」
か
ら
始
ま
っ
て
、
４
月
「
江
戸
の

無
血
開
城
」、
５
月
「
彰
義
隊
の
戦
い
」、

５
月
か
ら
の
「
長
岡
戦
争
」、
８
月
か
ら
は

白
虎
隊
で
知
ら
れ
た
「
会
津
戦
争
」、
そ
し

て
翌
年
５
月
の
「
箱
館
戦
争
」
と
続
き
ま

す
ね
。
こ
れ
ら
を
全
部
合
わ
せ
て
「
戊
辰

戦
争
」
と
呼
ぶ
ん
で
す
ね
。

　

さ
て
、「
な
ぜ
戊
辰
戦
争
と
い
う
の
か
？
」

こ
こ
が
問
題
な
ん
で
す
。
こ
れ
は
実
は
干

支
か
ら
き
た
も
の
で
、
当
時
の
年
の
数
え

方
に
関
係
し
て
い
る
ん
で
す
。
こ
の
こ
ろ

の
人
は
し
ば
し
ば
改
元
さ
れ
る
年
号
よ
り

も
干
支
の
ほ
う
を
普
通
に
使
っ
て
た
ん
で

す
ね
。
慶
応
４
年
は
９
月
８
日
か
ら
明
治

元
年
と
な
る
ん
で
す
が
、
年
号
は
変
わ
っ

て
も「
戊
辰
」の
年
。
明
治
２
年
は「
己
巳
」

の
年
、３
年
は
「
庚
午
」
の
年
、４
年
は
「
辛

未
」
の
年
、
５
年
は
「
壬
申
」
の
年
と
呼

ん
で
い
ま
し
た
。
こ
れ
が
、
明
治
６
年
に

な
っ
て
急
に
干
支
が
使
わ
れ
な
く
な
り
ま

す
。
こ
の
年
、
太
陽
暦
の
採
用
も
あ
っ
た

の
で
す
が
、
今
の
よ
う
な
年
号
表
記
に
な

っ
て
く
る
ん
で
す
ね
。
要
す
る
に
、
昔
か

ら
年
の
数
え
方
に
は
い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
と

い
う
こ
と
な
ん
で
す
ね
。

　

市
史
編
纂
委
員
会
副
委
員
長
・
小
田
康
徳

※
市
史
編
纂
事
務
室
は
職
員
会
館
に
移
転

し
ま
し
た
。

に
見
ら
れ
る
年
の
表
記
が
実
に
お
も
し
ろ

い
ん
で
す
ね
。
今
と
は
ず
い
ぶ
ん
違
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
時
代
と
と
も
に
書
き
方

が
変
わ
っ
て
き
ま
す
。

　

江
戸
時
代
に
は
年
号
な
し
に
、「
辰
」
と

か
「
巳
」
と
か
十
二
支
だ
け
で
済
ま
し
て

い
る
の
が
案
外
多
く
あ
り
ま
す
。
借
用
証

文
な
ん
か
ほ
と
ん
ど
そ
う
で
す
ね
。
後
か

ら
読
む
と
い
つ
の
辰
な
の
か
巳
な
の
か
見

当
も
つ
き
ま
せ
ん
。
そ
れ
が
「
来
る
午
の

年
六
月
末
に
は
必
ず
返
済
し
ま
す
」
な
ん

て
書
い
て
い
る
。
さ
っ
ぱ
り
分
か
り
ま
せ

ん
。
困
っ
た
も
ん
で
す
が
、
そ
の
と
き
の

関
係
者
に
は
こ
れ
で
良
か
っ
た
の
で
し
ょ

う
。
何
し
ろ
、
文
書
は
当
事
者
が
分
か
れ

ば
い
い
の
で
あ
っ
て
、
後
世
の
歴
史
家
の

た
め
に
丁
寧
に
書
き
残
す
な
ん
て
こ
と
は

思
っ
て
も
い
な
い
こ
と
で
す
か
ら
ね
。

　

手
紙
に
な
る
と
も
っ
と
ひ
ど
く
っ
て
、

年
な
ど
書
く
こ
と
は
ま
れ
で
す
ね
。
文
末

に
せ
い
ぜ
い
何
月
何
日
だ
け
。
中
身
が
大

事
と
な
れ
ば
、
歴
史
家
は
中
身
を
何
度
も

読
み
、
ど
こ
か
に
手
掛
か
り
を
探
し
て
書

か
れ
た
年
を
定
め
よ
う
と
努
め
ま
す
。
そ

し
て
、
考
え
る
の
で
す
ね
。
何
が
分
か
る

か
っ
て
。

　

と
こ
ろ
で
、
明
治
維
新
と
い
え
ば
世
の

中
の
仕
組
み
も
価
値
観
も
こ
れ
を
境
に
ガ

ラ
ッ
と
変
わ
り
ま
し
た
ね
。

　

慶
応
４
（
１
８
６
８
）
年
の
正
月
か
ら

翌
年
５
月
に
か
け
て
薩
摩
・
長
州
・
土
佐
・

　
　

　

皆
さ
ん
、
普
段
は
西
暦
を
使
っ
て
い
ま

す
か
、
そ
れ
と
も
年
号
を
使
っ
て
い
ま
す

か
。
ど
っ
ち
も
使
っ
て
い
る
と
い
う
人
も

多
い
で
す
よ
ね
。
も
っ
と
も
、
こ
う
聞
か

れ
た
ら
「
そ
り
ゃ
あ
十
二
支
だ
よ
」
っ
て

い
う
人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
た
だ
、

私
も
こ
れ
ま
で
た
く
さ
ん
の
文
書
に
年
の

数
字
を
書
き
入
れ
て
き
ま
し
た
が
、
そ
こ

に
「
寅
」
と
か
「
卯
」
と
か
書
い
た
こ
と

は
な
い
で
す
ね
。

　

私
は
職
業
柄
、
昔
の
文
書
や
記
録
に
よ

く
目
を
通
し
ま
す
。
池
田
で
も
数
多
く
の

史
料
を
見
て
き
ま
し
た
。
す
る
と
、
そ
こ

時
代
で
変
わ
る
書
き
方

市史編纂だより
さん

78

年
を
ど
う
数
え
て
き
た
か

【ギャラリーいけだ】
●久保義浩「絹絵の世界展」

●魔除け般若のエネルギー 池内浪重日本画展

●中田ふみよ・井上陽士郎二人展

　～美ら美ら（紅型と陶芸細工）～

1/7㈯～16㈪

1/18㈬～23㈪

1/25㈬～30㈪

1/7㈯～16㈪

1/18㈬～23㈪

1/18㈬～23㈪

1/25㈬～30㈪

【ギャルリVEGA】
●德治昭童画展～ほっこりワールド～

●平尾倫子色えんぴつ画＆半蔵作品展

●土方美也子個展 anytime anywhere

●京都きもの絵師とその仲間達展

【開館時間】10：00～19：00（最終日は16：00ま
で）
【休館日】～１/６㈮、火曜日（１/10は
開館）
【入館料】無料
【使用料】
〈ギャラリーいけだ〉５万円（展示販売不可）
〈ギャルリVEGA〉15万円（ブロックの分割
　使用＝７・10万円＝、展示販売も可）
【使用期間】水～翌週月曜日の６日間　
【申し込み】使用希望月の１年前から

使用申し込みは
㈶いけだ市民文化振興財団
（☎750・3333）

戊
辰
戦
争

十
二
支
だ
け

問
い
合
わ
せ
は
生
涯
学
習
推
進
課
市
史
編

纂
（
☎
７
５
２
・
１
１
１
１
内
線
１
６
７
）

明治4年の書き付け（辛未とだけ記されている）
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３
時
間
に
減
っ
た
こ
と
と
、
新
し
く
理
数

科
が
で
き
た
こ
と
で
す
。
理
数
科
の
う
ち

数
学
は
１
年
生
が
週
４
時
間
で
、
実
習
の

週
５
時
間
に
次
ぐ
時
間
数
で
し
た
。

　

教
職
員
は
最
終
的
に
、
校
長
以
下
、
教

員
14
人
、
書
記
２
人
、
舎
監
２
人
な
ど
、

計
28
人
で
し
た
。
給
料
は
校
長
年
３
４
０

０
円
、
教
員
月
１
２
８
円
（
平
均
）、
書

記
月
８
０
円（
同
）を
予
定
し
て
い
ま
し
た
。

　

設
備
・
備
品
に
は
体
練
用
と
し
て
、
小

銃
１
３
０
丁
、
銃
剣
１
３
０
丁
、
軽
機
関

銃
２
丁
な
ど
も
あ
り
、
戦
時
下
の
学
校
で

あ
っ
た
こ
と
が
よ
く
分
か
り
ま
す
。

　

校
舎
は
図
の
よ
う
に
配
置
さ
れ
、
20
坪

（
約
66
平
方
㍍
）
ほ
ど
の
教
室
が
六
つ
、

玄
関
の
上
の
２
階
に
は
小
さ
な
図
書
室
が

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
別
棟
で
２
階
建
て

の
寄
宿
舎
な
ど
も
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
拓
殖
学
校
も
終
戦
後
に
「
大
阪
府

立
海
外
商
業
学
校
」
と
な
り
、
新
規
生
徒

募
集
を
行
わ
ず
、
昭
和
24
年
３
月
に
廃
校

さ
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
こ
と
も
あ
り
、

そ
の
実
態
は
よ
く
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

資
料
を
お
持
ち
の
方
を
探
し
て
い
ま
す
。

ご
存
知
の
方
は
生
涯
学
習
推
進
課
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

（
市
史
編
纂
委
員
会
専
門
委
員
・
室
田
卓

雄
）

　

問
い
合
わ
せ
は
生
涯
学
習
推
進
課
市
史

編
纂
（
☎
７
５
４
・
６
６
７
４
）

農
業
拓
殖
科
・
商
業
拓
殖
科
（
90
人
、
修

業
年
限
３
カ
年
）、
専
攻
科
（
30
人
、
同
１

カ
年
）
の
三
つ
、
全
学
年
の
定
員
は
１
２

０
人
。
入
学
資
格
は
農
業
拓
殖
科
・
商
業

拓
殖
科
は
国
民
学
校
高
等
科
修
了
者
、
ま

た
は
同
等
以
上
の
学
力
を
持
っ
て
い
る
14

歳
以
上
の
男
子
、
専
攻
科
は
同
校
卒
業
者
、

ま
た
は
中
等
学
校
卒
業
者
な
ど
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。
入
学
検
定
料
は
１
円
、
授
業

料
は
徴
収
せ
ず
、
寮
費
は
公
費
か
ら
補
助

さ
れ
ま
し
た
。

　

教
科
の
内
容
は
３
学
科
と
も
「
国
民
科
」

（
修
身
や
国
語
な
ど
）
や
「
実
業
科
」（
東

亜
事
情
・
外
地
生
活
な
ど
）
の
ほ
か
、「
理

数
科
」「
体
錬
科
」「
芸
能
科
」
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
の
う
ち
実
業
科
は
、
さ
ら
に
学

科
に
応
じ
て
、
農
産
加
工
・
商
業
経
済
・

簿
記
会
計
な
ど
の
内
容
が
加
わ
り
ま
し
た
。

芸
能
科
の
中
身
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
１

年
生
の
み
週
２
時
間
の
配
当
で
し
た
。

　

池
田
練
成
場
時
代
と
の
大
き
な
違
い
は
、

週
10
時
間
前
後
あ
っ
た
外
国
語
が
わ
ず
か

　

昭
和
20
（
１
９
４
５
）
年
２
月
、
米
軍

に
よ
る
大
阪
へ
の
空
襲
が
い
よ
い
よ
本
格

化
す
る
中
、
池
田
城
跡
に
設
け
ら
れ
て
い

た
「
大
阪
府
南
方
塾
池
田
練
成
場
」
は
、
文

部
省
か
ら
実
業
学
校
の
認
可
を
受
け
、
４

月
に
「
大
阪
府
立
南
方
塾
拓
殖
学
校
」
と

し
て
開
校
し
ま
し
た
。

　

こ
の
南
方
塾
は
戦
時
中
、
東
南
ア
ジ
ア

に
進
出
し
て
貿
易
や
事
業
に
従
事
す
る
人

材
の
養
成
を
目
的
に
、
大
阪
府
が
設
け
た

１
年
制
の
教
育
機
関
で
す
。
大
阪
市
内
に

塾
舎
が
、
池
田
城
跡
に
休
校
し
て
い
た
「
興

亜
時
習
社
」（
23
年
３
月
号
参
照
）
を
利
用

し
た
練
成
場
が
あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
国
策
で
あ
る
経
済
戦
士
の
育

成
に
は
、
従
来
の
塾
組
織
で
は
成
果
が
上

が
ら
な
く
な
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
中

等
学
校
令
に
よ
る
実
業
学
校
と
す
る
こ
と

で
、
生
徒
募
集
、
教
職
員
の
招
請
、
さ
ら

に
は
教
育
資
材
の
調
達
な
ど
を
容
易
に
す

る
こ
と
を
め
ざ
し
た
の
で
し
た
。

　

設
立
申
請
書
に
よ
る
と
、
設
置
学
科
は

授
業
料
な
し
・
寮
費
は
補
助

市史編纂だより
さん

79

府
立
南
方
塾
拓
殖
学
校

【ギャラリーいけだ】
●昭和を彩った～池田市ゆかりの画家達展
●櫻井　聡 絵画展
●さき織作品展（重田暢舞子）

2/1㈬～6㈪
2/8㈬～13㈪

2/29㈬～3/5㈪

2/1㈬～6㈪

2/8㈬～13㈪

2/22㈬～27㈪

2/29㈬～3/5㈪

【ギャルリVEGA】

●カルチャーＶＥＧＡ教室　春展

●梅花女子大学短期大学部“生活の美アート展”

●若狭若州個展・紅葉会展

●コケラヲトシ．３

【開館時間】10：00～19：00（最終日
は16：00まで）
【休館日】火曜日、2/15㈬～20㈪
【入館料】無料
【使用料】
〈ギャラリーいけだ〉５万円（展示販売不可）
〈ギャルリVEGA〉15万円（ブロックの分割
　使用＝７・10万円＝、展示販売も可）
【使用期間】水～翌週月曜日の６日間　
【申し込み】使用希望月の１年前から

使用申し込みは
㈶いけだ市民文化振興財団
（☎750・3333）

塾
か
ら
実
業
学
校
へ

戦
時
下
の
学
校

　

市
史
編
纂
事
務
室
の
場
所
が
市

役
所
７
階
に
移
動
し
ま
し
た
。
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皆
さ
ん
で
活
性
化
を

こ
こ
で
、今
在
家
村
（
現
豊
島
南
あ
た
り
）

の
庄
屋
中
田
治
左
衛
門
の
記
録
か
ら
、「
も

う
ひ
と
つ
の
黒
船
来
航
」
が
池
田
の
人
々

に
あ
た
え
た
「
衝
撃
」
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

治
左
衛
門
は
、
外
国
船
の
天
保
山
沖
来
航

に
関
す
る
情
報
を
か
き
集
め
、『
天
保
山
へ

異
国
船
渡
来
事
』
と
い
う
記
録
を
書
き
残

し
ま
し
た
。
こ
の
な
か
で
、「
昔
か
ら
長
崎

へ
は
万
国
よ
り
船
が
来
て
い
た
ら
し
い
が
、

大
阪
な
ど
は
思
い
も
寄
ら
ず
」
と
、
治
左

衛
門
自
身
、
大
阪
湾
に
外
国
船
が
来
る
と

は
予
想
外
で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
デ
ィ
ア
ナ
号
の
来
航
に
よ
っ
て
、

大
阪
湾
近
辺
の
村
々
か
ら
は
、
武
具
や
食

糧
な
ど
を
運
ぶ
「
人
足
」
が
多
数
動
員
さ

れ
ま
し
た
。
治
左
衛
門
が
残
し
た
別
の
記

録
か
ら
は
、
今
在
家
村
に
お
い
て
も
、
デ

ィ
ア
ナ
号
が
来
航
し
た
そ
の
日
の
夜
に
、

10
人
が
「
急
人
足
」
と
し
て
派
遣
さ
れ
た

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
人
足
の
動
員
は
、

人
々
の
農
作
業
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
、

「
百
姓
た
ち
は
、
米
の
秋
の
取
り
込
み
の

最
中
で
あ
り
、
ま
こ
と
に
大
迷
惑
」
と
治

左
衛
門
は
嘆
い
て
い
ま
す
（『
天
保
山
へ
異

国
船
渡
来
事
』）。

　

ク
リ
ミ
ア
戦
争
と
い
う
世
界
史
的
な
背

景
を
も
つ
デ
ィ
ア
ナ
号
の
大
阪
湾
来
航
と
、

そ
れ
に
衝
撃
を
受
け
、
動
員
さ
れ
た
池
田

の
人
々
。「
も
う
一
つ
の
黒
船
来
航
」
は
、

ま
さ
に
、
世
界
史
と
池
田
の
歴
史
を
つ
な

ぐ
大
き
な
事
件
で
し
た
。

　
　
（
大
阪
大
学
特
任
研
究
員
・
後
藤
敦
史
）

　

問
い
合
わ
せ
は
生
涯
学
習
推
進
課
市
史

編
纂
（
☎
７
５
４
・
６
６
７
４
）

近
い
大
阪
湾
に
行
け
ば
、
幕
府
は
驚
い
て
、

す
ぐ
に
ロ
シ
ア
側
の
提
案
を
受
け
い
れ
る

だ
ろ
う
と
彼
は
考
え
つ
き
ま
し
た
。

　

実
際
、
デ
ィ
ア
ナ
号
の
大
阪
湾
来
航
に
、

幕
府
は
た
い
へ
ん
驚
き
ま
し
た
。
デ
ィ
ア

ナ
号
の
来
航
を
受
け
て
、
大
坂
町
奉
行
が

ロ
シ
ア
と
の
交
渉
に
あ
た
る
と
と
も
に
、

天
保
山
沖
に
は
90
近
い
藩
が
兵
を
出
し
ま

し
た
。
こ
の
と
き
、
池
田
市
域
に
所
領
を

も
っ
て
い
た
麻
田
藩
も
出
兵
し
て
い
ま
す
。

交
渉
は
期
待
し
て
い
た
ほ
ど
ス
ム
ー
ズ
に

は
進
ま
ず
、
結
果
、
デ
ィ
ア
ナ
号
は
開
港

地
の
下
田
（
静
岡
県
）
に
向
か
い
、
そ
こ

で
日
露
和
親
条
約
が
締
結
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　

デ
ィ
ア
ナ
号
の
来
航
に
驚
い
た
の
は
、

も
ち
ろ
ん
幕
府
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

１
８
５
３
年
６
月
、
浦
賀
沖
（
現
横
須

賀
市
）
に
ペ
リ
ー
率
い
る
ア
メ
リ
カ
艦
隊

が
来
航
し
ま
し
た
。
い
わ
ゆ
る
「
黒
船
来

航
」
で
す
。
し
か
し
、
実
は
そ
の
翌
年
、

大
阪
湾
に
も
外
国
船
が
来
航
し
ま
し
た
。

歴
史
の
教
科
書
で
は
ほ
と
ん
ど
書
か
れ
る

こ
と
の
な
い
、「
も
う
一
つ
の
黒
船
来
航
」

で
す
。

　

１
８
５
４
年
９
月
、
一
隻
の
外
国
船
が

大
阪
湾
の
天
保
山
沖
に
来
航
し
ま
し
た
。

ロ
シ
ア
使
節
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
の
乗
る
軍
艦

デ
ィ
ア
ナ
号
で
す
。

　

な
ぜ
ロ
シ
ア
の
軍
艦
が
大
阪
湾
に
来
た

の
で
し
ょ
う
か
。
１
８
５
３
年
以
降
、
江

戸
幕
府
と
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
と
の
間
で
は
、

条
約
の
締
結
に
向
け
て
交
渉
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
一
方
、
当
時
の
ロ
シ
ア
は
、

バ
ル
カ
ン
半
島
へ
の
進
出
を
め
ぐ
っ
て
オ

ス
マ
ン
帝
国
お
よ
び
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ラ
ン

ス
と
戦
争
を
し
て
い
ま
し
た
（
ク
リ
ミ
ア

戦
争
）。
そ
の
た
め
、
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
は
日

本
と
の
交
渉
を
早
く
切
り
上
げ
た
か
っ
た

の
で
す
。
そ
こ
で
、
天
皇
の
い
る
京
都
に

デ
ィ
ア
ナ
号
来
航
と

池
田
の
人
々

市史編纂だより
さん

80

も
う
一
つ
の
黒
船
来
航

【ギャルリVEGA】
●コケラヲトシ．３（現代アート）
●廃材家具展（永島庸・力也）
●油彩画の仲間達四人展（宮本範熙、山路均、佐藤利之、田村幸男）
●大阪大学美術部春部展
●書の歩みと写真の二人展（岩田年子、淵元洋一）
●手作り作品展（西山、長谷、下口）
●手仕事の仲間展（大野博史・久美子、藤沢裕子、有原和代）

2/29㈬～3/5㈪
3/7㈬～12㈪
3/7㈬～12㈪
3/14㈬～19㈪
3/21㈬～26㈪
3/28㈬～4/2㈪
3/28㈬～4/2㈪

2/29㈬～3/5㈪
3/7㈬～12㈪
3/14㈬～19㈪
3/21㈬～26㈪
3/28㈬～4/2㈪

【ギャラリーいけだ】
●さき織作品展（重田暢舞子）
●畠仲一實個展（絵画）
●山尾好子作品展（絵画）
●中川洋子水彩画展
●黒川文子水墨画展

【開館時間】10：00～19：00（最終日
は16：00まで）
【休館日】火曜日
【入館料】無料
【使用料】
〈ギャラリーいけだ〉５万円（展示販売不可）
〈ギャルリVEGA〉15万円（ブロックの分割
　使用＝７・10万円＝、展示販売も可）
【使用期間】水～翌週月曜日の６日間　
【申し込み】使用希望月の１年前から

使用申し込みは
㈶いけだ市民文化振興財団
（☎750・3333）

『天保山へ異国船渡来事』（中田家文書）に描かれたロ
シア船

ロ
シ
ア
軍
艦

デ
ィ
ア
ナ
号
の
来
航




